
　
自
然
災
害
へ
の
備
え
の
基
本
と
な
る
の
は
、
４
月

号
の
本
コ
ー
ナ
ー
で
取
り
上
げ
た
学
校
保
健
安
全
法

で
す
。
２
０
０
８
年
に
改
正
さ
れ
た
同
法
で
は
、
学

校
安
全
の
具
体
的
な
実
施
計
画
を
示
す
「
学
校
安
全

計
画
」
と
、
事
故
や
災
害
等
の
発
生
時
に
教
職
員
が

円
滑
か
つ
的
確
な
対
応
を
図
る
た
め
の
「
危
機
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
作
成
を
義
務
づ
け
、
子
ど
も
へ
の

安
全
教
育
の
実
施
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
相
次
い
だ
震
災
や
水
害
、
土
砂
災
害
を

教
訓
に
、
17
年
に
は
「
第
２
次
学
校
安
全
の
推
進
に

関
す
る
計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、

学
校
の
組
織
的
な
安
全
体
制
の
構
築
と
、
子
ど
も
が

自
分
の
身
を
守
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
安
全
教
育

の
推
進
が
、
学
校
安
全
の
両
輪
で
あ
る
と
示
さ
れ
ま

し
た（
図
）。防
災
に
関
す
る
法
改
正
も
複
数
行
わ
れ
、

市
町
村
地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
、
水
防
法
や
土
砂

災
害
防
止
法
（
＊
１
）
に
基
づ
い
て
要
配
慮
者
利
用

施
設
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
学
校
や
、
津
波
防
災
地
域

づ
く
り
法
（
＊
２
）
に
基
づ
い
て
津
波
災
害
警
戒
区

域
内
の
避
難
促
進
施
設
と
さ
れ
た
学
校
に
は
、
避
難

確
保
計
画
の
作
成
と
、
避
難
訓
練
の
実
施
が
義
務
づ

け
ら
れ
ま
し
た
（
＊
３
）。
そ
し
て
、
今
年
の
６
月

に
は
、
学
校
の
水
害
・
土
砂
災
害
の
対
策
に
関
す
る

調
査
結
果
が
文
部
科
学
省
か
ら
公
表
さ
れ
、
再
度
、

安
全
体
制
の
強
化
が
通
知
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
各
教
科
・
科
目
や
「
総

合
的
な
探
究
の
時
間
」
等
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
に

応
じ
た
安
全
と
防
災
に
関
す
る
指
導
を
適
切
に
行
う

よ
う
努
め
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。
公
民
科
や

自然災害への備えの重要事項

校地の自然環境や社会的環境とともに、要配慮者利用
施設や避難促進施設に該当しているかを確認。

ハザードマップや過去の災害を超える事態に備えて、
複数の避難場所と避難経路を設定する。

危険発生時の役割分担を明確にしておく。

実践的な安全教育を行い、生徒が災害時に自分の身
を守るための主体性を育む。

学校
危機管理
基 礎 講 座

自
然
災
害
へ
の
備
え

テーマ

学
校
で
起
こ
り
得
る
危
機
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
備
え
を
し
て
お
く
べ
き
か
。
事
故
や
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
ら
、

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
学
校
の
危
機
管
理
に
つ
い
て
研
究
す
る
坂
田 

仰た
か
し

教
授
が
解
説
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。第
３
回
は
、自
然
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
、法
的
視
点
を
踏
ま
え
て
解
説
す
る
。

新
学
習
指
導
要
領
で
も

安
全
教
育
の
実
施
が
求
め
ら
れ
る

日本女子大学
教職教育開発センター
教授　坂田 仰

たかし

大阪府の公立高校に勤務後、東
京大学大学院法学政治学研究科
公法専攻博士課程単位取得退
学。1996 年、日本女子大学に
赴任。専門は、憲法学、公教育
制度論。教職員支援機構などで
スクール・コンプライアンス体
制の確立に向けた活動を展開。

解説者

＊１　正式名称は、「土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律」。　＊２　正式名称は、「津波防災地域づくりに関する法律」。　＊３　避難確保計
画は、「危機管理マニュアル」への追記で代替が可能。
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家
庭
科
、
保
健
体
育
科
な
ど
に
は
、
具
体
的
な
学
習

内
容
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。

　
　

　
学
校
安
全
の
強
化
を
図
る
際
に
特
に
留
意
し
た
い

点
、
見
落
と
し
や
す
い
点
に
つ
い
て
、
こ
こ
か
ら
ま

と
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
校
地
の
地
形
や
地
質
、
社
会
的
環
境
、

要
配
慮
者
利
用
施
設
等
の
指
定
の
有
無
を
確
認
し
た

上
で
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
過
去
の
災
害
を
超
え
る

自
然
災
害
に
備
え
、
複
数
の
避
難
場
所
と
避
難
経
路

を
設
定
し
ま
し
ょ
う
。
災
害
時
の
報
道
で
「
20
年
間

住
ん
で
い
て
初
め
て
川
が
氾
濫
し
た
」
と
い
っ
た
声

が
聞
か
れ
る
よ
う
に
、
過
去
の
経
験
が
通
用
し
な
い

ほ
ど
、
気
象
状
況
は
変
化
し
て
お
り
、「
想
定
外
は

想
定
内
」
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、校
地
以
外
で
も
、部

活
動
の
練
習
場
な
ど
、学
校
設
置
者
の
管
理
責
任
の

対
象
と
な
る
活
動
が
行
わ
れ
る
場
所
は
、災
害
対
応

の
範
囲
内
と
な
り
ま
す
。高
校
生
は
活
動
範
囲
が
広

い
で
す
か
ら
、い
ま
一
度
確
認
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
次
に
大
切
な
の
は
、
地
域
や
自
治
体
と
の
連
携
で

す
。
自
然
災
害
で
は
地
域
全
体
が
被
災
し
や
す
い
た

め
、
学
校
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
こ
と
を
前
提
に

学
校
安
全
計
画
や
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
考
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す（
＊
４
）。そ
れ
ら
の
作
成
時
に
は
、

家
庭
や
地
域
住
民
、
関
係
各
所
に
意
見
・
助
言
を
求

め
、
作
成
後
は
公
開
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
災
害
発
生
時
の
役
割
分
担
は
、
計
画
作
成
時
に
決

め
て
お
く
こ
と
が
肝
要
で
す
。
誰
が
担
当
す
る
か
が

明
確
で
な
け
れ
ば
、
い
ざ
と
い
う
時
に
迅
速
な
対
応

が
で
き
ま
せ
ん
。
担
当
者
が
不
在
の
場
合
に
対
応
が

滞
ら
な
い
よ
う
に
、
担
当
者
は
メ
イ
ン
と
サ
ブ
の
複

数
人
を
置
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
事
前
の
防
災
計
画
と
、
発
生
時
・
発
生
後
の
各
段

階
で
取
る
べ
き
対
応
を
整
理
し
た
ら
、
災
害
発
生
時

に
教
職
員
が
状
況
に
応
じ
て
判
断
・
行
動
で
き
る
よ

う
研
修
す
る
こ
と
も
、
重
要
な
備
え
と
言
え
ま
す
。

　
生
徒
へ
の
安
全
教
育
で
は
、「
自
分
の
身
は
自
分

で
守
る
」と
い
う
意
識
の
醸
成
と
、状
況
に
応
じ
て

主
体
的
に
行
動
す
る
姿
勢
の
育
成
が
重
要
に
な
り
ま

す
。
中
学
校
ま
で
の
安
全
教
育
に
よ
っ
て
、生
徒
に

一
定
の
知
識
や
意
識
が
あ
る
と
し
て
も
、学
校
周
辺

の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
、
地
形
情
報
、
災
害
の
記
録

な
ど
を
活
用
し
て
、
地
域
の
災
害
の
危
険
性
を
生
徒

に
周
知
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。
過
去
の
被
害
の
写
真
な

ど
を
用
い
て
、
危
険
性
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
さ
せ

る
こ
と
も
、
意
識
喚
起
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

生
徒
は
一
人
ひ
と
り
通
学
路
が
異
な
り
、
様
々
な
場

所
に
出
か
け
て
活
動
す
る
の
で
、
自
分
が
よ
く
活
動

す
る
場
所
で
の
被
災
を
想
定
し
て
避
難
経
路
を
考
え

る
と
い
っ
た
活
動
も
一
案
で
す
。

　
安
全
体
制
や
安
全
教
育
の
実
務
を
担
う
主
任
を
置

け
る
と
よ
い
の
で
す
が
、教
務
主
任
な
ど
の
よ
う
に
、

配
置
が
法
令
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。管

理
職
が
学
校
安
全
に
高
い
意
識
を
持
っ
て
こ
そ
、
適

切
に
推
進
で
き
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
在
任
中
に

災
害
が
起
こ
ら
な
く
て
も
、
安
全
・
防
災
の
意
識
を

高
め
た
生
徒
が
大
人
に
な
り
、
次
の
世
代
を
育
て
、

そ
の
時
に
被
害
を
食
い
止
め
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

自
然
災
害
へ
の
備
え
は
、
世
代
を
超
え
た
持
続
可
能

な
社
会
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
な
の
で
す
。

管
理
責
任
と
な
る
活
動
の
場
所
は

校
地
外
で
も
災
害
対
応
の
範
囲

生
徒
が
自
ら
判
断
し
、

主
体
的
に
行
動
す
る
姿
勢
を
育
む

図　 自然災害への備えの両輪

＊４　『VIEW next』教育委員会版 Vol.2 の特別企画（P.20-25）では、防災教育について、研究者の提言と、自治体と学校が連携した取り組みを紹介しています。
記事は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイトからご覧いただけます。HOME ＞教育情報＞教育委員会向け＞バックナンバー＞ 2021 年度 Vol.2

想定以上の自然災害が起こること、また、学校外で被災することも考えら
れる。生徒が主体的に行動できる資質・能力を育むことと、想定外も想定
した学校の安全体制を築くことは、自然災害への備えの両輪だと言える。

◎安全に関する資質・能力の
育成。

◎各教科・科目で、それぞれ
の特質に応じた安全と防災
に関する指導の実践。
◎校地内・外、それぞれの避
難場所と避難経路の想定。

◎学校安全計画、危機管理マ
ニュアルの作成・改善。
◎複数の避難場所・避難経路
の設定。
◎計画やマニュアルの校内で
の周知徹底と研修の実施。
◎地域と連携した災害対策。

自然災害への備え

実践的な
安全教育

組織的な
安全体制
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